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6月議会

一
般
質
問

第1回臨時会
第2回臨時会

条
例
の
制
定
な
ど
十
九
議
案
を
可
決 

…
… 

２
Ｐ

基
本
計
画
の
策
定
な
ど
議
員
が
登
壇 

…
… 

５
Ｐ

国
予
算
の
教
育
費
拡
充
を
求
め
る

請
願
・
意
見
書
な
ど
三
議
案
を
採
択
・
提
出　

定
例
会

請
願
・

意
見
書

野球でみんな友達に
～ メキシコ少年野球 お別れ会 ～



　

少
子
化
が
進
む
な
か
、
町
議
会
に
お
い
て
は
「
公
立
小
学
校
の
適
正
配
置
を
求
め
る
意
見
書
」
を
町
長
へ
提
出
し
、
町
で
も
小
学
校
統
合
庁

内
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
学
校
統
合
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
岩
和
田
地
区
を
中
心
に
意
見
交
換
会
等
を
実
施
し
、
町
は
平
成
十
九
年
四
月
を
も
っ
て
御
宿
小
学
校
と
岩
和
田
小
学
校
を
統
合
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
条
例
の
改
正
が
上
程
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

あやとりはどうやってやるの？　̶

　ー岩和田小学校高齢者ふれあい学級ー̶
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町
立
小
中
学
校
設
置
条
例
を
改
正

町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

　

指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
直
接
運
営
す
る
か
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
た
団
体
が
行
う
か
の
選
択
に
よ
り
、
運
営
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
指
定
管
理
者
に
指
定
の
手
続
等
を
す
る

場
合
に
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

　
　
　
　
　

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

町
の
公
の
施
設
管
理
で
町
直
営
方
式
で
は
な
く
、
管
理
委
託

方
式
を
と
っ
て
い
る
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
、
平
成
十
八
年
九
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
行

う
た
め
、条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。（
８
Ｐ
関
連
記
事
）

町
文
化
財
保
護
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

文
化
財
保
護
法
及
び
千
葉
県
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正
に

よ
り
各
法
の
条
文
番
号
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
町
の
条
例
に
つ

い
て
も
条
文
番
号
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。



条例改正・補正予算等
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審議しました

町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

  

町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定

　

国
民
保
護
法
（
日
本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
た
時
や
大
規
模
テ

ロ
な
ど
の
際
、
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
定
め
た
法

律
）
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
緊
急
対
処
事
態
に
お

い
て
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
緊
急
対
処
保
護
措
置

の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
務
を
行
う
た
め
、
町
国
民
保
護

対
策
本
部
及
び
町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
組
織
及
び
運

営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

 
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

　

国
民
保
護
法
に
基
づ
い
て
、
住
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
重
要
事
項
、
保
護
に
関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
際
に
、

諮
問
す
る
機
関
と
し
て
、
町
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置
す
る
際

に
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　

国
保
税
率
の
算
定
基
礎
と
な
る
加
入
者
の
固
定
資
産
税
が

減
少
し
た
た
め
歳
入
が
減
少
す
る
一
方
、
医
療
費
の
高
騰
が
近

年
続
き
、
毎
年
国
保
基
金
を
取
り
崩
し
て
税
負
担
を
抑
制
し
て

き
ま
し
た
が
、
税
率
の
増
加
改
正
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
た
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
改
正

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
の
改
正

　

役
場
の
業
務
時
間
が
、
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
五
時
三

〇
分
ま
で
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
委
員
に

佐
藤
和
己
氏
（
新
町
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

規
約
の
改
正
に
お
け
る
協
議
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
に
よ
り
、
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
設
置
及
び
管

理
等
の
事
務
を
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
お
い

て
、
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平成１８年６月２０日に６月招集第２回定例会が開催され、

１９議案を可決・承認しました。

人　
　

事

そ　

の　

他
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

一
九
九
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
九
億
三
、三
九
一
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
法
及
び
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
う
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
の
修
正
に
係
る
費
用
で
す
。

  
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

一
、
六
〇
三
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
十
億
六
、
五
四
七
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
度
老
人
保
健
医
療
費
確
定
に
伴
い
、
医

療
費
に
対
す
る
法
定
負
担
率
に
基
づ
き
、
概
算
負
担
金
の
精
算
を

行
う
も
の
で
す
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

九
七
四
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
二
七
億
四
、
〇
七
四
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
と
し
て
、
県
補
助
金
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
や
国
民
年
金
業
務
に
係
る
電
算
シ
ス
テ
ム

導
入
委
託
、
月
の
沙
漠
記
念
館
の
映
像
展
示
用
機
器
の
修
繕
、
御

宿
中
学
校
の
運
動
場
整
備
工
事
等
で
す
。

　

五
月
十
五
日
第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
二
議
案
が
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

専

決

処

分

町
税
条
例
の
改
正

　

地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
た
ば
こ
税
や

個
人
住
民
税
（
定
率
減
税
の
廃
止
や
老
年
者
控
除
額
の
減
）
の

改
正
な
ど
、
町
税
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ

の

他

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　

規
約
の
改
正
に
お
け
る
協
議
に
つ
い
て

　

合
併
に
よ
り
同
組
合
の
構
成
市
町
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
部
分
と
、
構
成
市
町
の
変
更
に
伴
う
費
用
の
負
担
割
合
（
人

口
割
九
七
％
、
均
等
割
三
％
）
に
つ
い
て
、
規
約
を
改
正
す
る

に
あ
た
り
、
町
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
〇
日
第
二
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
一
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

公
の
施
設
で
あ
る
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
御
宿
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

第
一
回
臨
時
会

第
二
回
臨
時
会

補　

正　

予　

算
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QA 合併問題基本計画

輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け輝きに満ちた活力ある町づくりに向け

計
画
等
の
策
定
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
生
か
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
か     

石
井 

芳
清 

議
員

一般質問

南
房
総
広
域
水
道
事
業
や
夷

隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
の
負
担
金
が
軽
減
さ
れ
た
り
、

天
ノ
守
に
あ
る
町
有
地
が
返
還
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
御
宿
駅
階
段

の
屋
根
の
設
置
や
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
測
定
結
果
に
お

い
て
、
基
準
よ
り
も
非
常
に
低
い

数
値
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
国
勢
調
査
に
お
い
て
房
総

半
島
で
は
人
口
減
の
少
な
い
自
治

体
で
あ
る
な
ど
、
町
は
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
、

次
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
っ
て

は
、
協
働
の
町
づ
く
り
を
具
体
化

し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

手
法
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生

か
す
べ
き
で
あ
る
が
、
町
は
ど
う

考
え
ま
す
か
。

基
本
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
町
民
の
町
に
対
す
る
要

望
、
意
見
を
一
つ
で
も
多
く
反
映

で
き
る
よ
う
行
政
、
町
民
、
団
体

等
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
研

究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
問

題
点
を
出
し
合
い
、
相
互
理
解
や

合
意
形
成
を
見
つ
け
出
し
て
、
町

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
制
度
の

導
入
や
、
意
見
聴
取
の
手
法
の
一

つ
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
る
町
民
と

協
働
の
町
づ
く
り
を
行
う
よ
う
、

計
画
に
盛
り
込
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

基
本
計
画
策
定
に
お
け
る
日

程
、
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
後
の
日
程
は
九
月
を
目
途

に
、
関
係
団
体
や
有
識
者
等

に
よ
り
町
づ
く
り
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
県
の
合
併
構

想
が
十
月
に
公
表
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
懇
談
会
の
意
見
を
踏
ま

え
、
十
月
中
に
は
庁
内
検
討
委
員

Q

会
に
お
い
て
、
骨
子
案
の
見
直
し

を
行
い
、
十
九
年
度
予
算
案
に
計

画
が
反
映
で
き
る
よ
う
に
進
め
ま

す
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
目
標
年
次

を
十
七
年
か
ら
二
一
年
度
と
し
て

お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
後
期
基
本

計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
導
入
し
、
計
画
を
策
定
し
ま
す 
企
画
財
政
課
長

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
一
方
的
な
知
識
の
伝
達
を
行
う
の
で

は
な
く
、
様
々
な
分
野
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
参
加
・
体
験
し
、

グ
ル
ー
プ
相
互
作
用
の
中
で
学
び
、
創
作
す
る
双
方
行
的
な
創
造
的

な
学
び
の
場
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
町
の
重
要
な
計
画
や
条
例
な
ど

を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
計
画
な
ど
の
素
案
を
公
表
し
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
を
考
慮
し

て
決
定
し
て
い
く
も
の
で
す
。

A

いろいろなアイデアが話し合われるワークショップ
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「米国産牛肉の拙速な輸入再々開は行わず、

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の万全な対策を

求める」意見書の提出を求める請願

請願者　食とみどり・水と環境を守る夷隅地区労農会議

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する

意見書」採択を求める請願

請願者　義務教育費国庫負担制度を守る千葉県連絡会

「国における平成19年度教育予算拡充に

関する意見書」採択に関する請願

請願者　千葉県教職員組合夷隅支部

意見書を提出しました。

　日本政府は平成 17年 12 月 12 日に、アメリカ・カナダ産牛肉の輸入再開を決定し輸入

が再開されました。

　しかし、本年１月 20日にアメリカから輸入された牛肉にＳＲＭ（特定危険部位）の脊柱

が混入していたことが発見されたことから、再び輸入が停止しました。

　米国産牛肉は、日本に比べてＢＳＥ（牛海綿状脳症）対策は極めて不十分なままとなっ

ています。

　国においては国民の食の安全を守るためＢＳＥ（牛海綿状脳症）に対する万全な対策を

図るため、意見書を提出します。

提出先

内閣総理大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、食品安全担当大臣

採 択

採 択

採 択

請  願

「米国産牛肉の拙速な輸入再々開は行わず、ＢＳＥ（牛海綿状脳症）
の万全な対策を求める」意見書

　提出者　中村俊六郎　　　賛成者　吉野　時二、式田　孝夫、小川　　征
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　義務教育費国庫負担制度は、憲法上の要請として、教育の機会均等とその水準の維持向

上をめざして、子どもたちの義務教育を受ける機会を保障し、かつ、一定の規模や内容の

教育を確保するという国の責務を果たすものです。

　しかし、国は、教育の質的論議をぬきに、国の財政状況を理由として、これまで義務教

育費国庫負担制度から対象項目をはずし、一般財源化してきました。

　今後地方分権推進の名のもとに、見直しがさらに行われると、厳しい地方財政をますま

す圧迫するばかりではなく、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼします。　　

　よって国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維

持向上と地方財政の安定を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求める

ため、意見書を提出します。

　提出先

　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

　教育は、教育基本法の精神に則り、日本の未来を担う子どもたちを心豊かに育てるとい

う重要な使命があります。

　千葉県及び県内各市町村においても、ゆとりの中で子どもたち一人ひとりの個性を尊重

しながら、生きる力と豊かな人間性の育成をめざしていく必要があるため、さまざまな教

育施策の展開には、財政状況の厳しい現状をみれば、国からの財政的な支援等の協力が不

可欠です。

　しかし、平成 18（2006）年度の文部科学省所管の一般会計予算は、前年度比 10.5％マ

イナスであり、県、市町村への地方交付税交付金も削減されています。

　豊かな教育を実現させるためには、子どもたちの教育環境の整備を一層進める必要があ

るため、意見書を提出します。

　提出先

　内閣総理大臣

　財務大臣

　文部科学大臣

　総務大臣

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　提出者　白鳥　時忠　　賛成者　石井　芳清、新井　　明、浅野　玄航

町つどい大会　－キックベースボールー

国における平成19年度教育予算拡充に関する意見書
　提出者　白鳥　時忠　　　賛成者　石井　芳清、新井　　明、浅野　玄航



手続き簡単。

３階で住所と名前を書くだけです。

社会福祉協議会スタッフ

おんじゅく議会だより 平成18年8月 No.141

8

編

集

後

記

議会事務局アドレス　gikai@town-onjuku.jp　　　☎０４７０－６８－２５１５

次回定例会

9 月13 日（水）予
定

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　

　

暑
い
季
節
に
な
り
、
皆
様

方
に
は
、
十
分
お
体
に
お
気

を
つ
け
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
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と
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は
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現
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に
新
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統
の
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校
で
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ま
す
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今
後
は
統
合
後
も
、
そ
の

伝
統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

後
世
に
伝
え
、
残
し
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い
く

よ
う
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会
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よ
り
等
に
お
い

て
も
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。

 

編
集
委
員
長瀧　

口　

義　

雄

指 定 期 間 　平成 18年９月１日～平成 21年３月 31日まで

開 館 時 間 　午前 9時から午後５時

開　館　日　日曜日～金曜日（国民の祝日・国民の祝日が

　　　　　　土曜日にあたる場合はその翌日、12月 29日

　　　　　　から 31日まで及び１月２日、３日を除く）

スタッフ数　８名　

事 業 内 容

　① 施設の維持管理に関する業務

　② 住民福祉の向上のために開催される研修、講座、会議等

　　 に関する業務

　③ 住民の懇談、娯楽、教養の向上に関する業務　

　④ 住民の福祉増進のために行われる場の提供に関する業務

　⑤ 社会福祉事業関係等に関する業務

　⑥ 利用の承認及び利用の取り消しに関する業務

「指定管理者制度」による地域福祉センターの運営について
　地域福祉センターの業務は、福祉に関して専門的な知識や、地域への調整力を必要とする

ため、町指定管理者選定委員会で選定した結果、社会福祉法人御宿町社会福祉協議会が指定

管理者として、９月から管理運営を行います。

　なお、事業等は以下のとおりです。今までどおりの活動を中心に行います。

指定管理者制度って何？

　これまで「公の施設」を管理委託させる場

合は、地方公共団体が設立した出資団体等に

委託する方式に限られていました。しかし、

多様化・複雑化するニーズに的確に対応し、

町民サービスの向上と行政コストの削減を図

るため、法律が改正され、法人等の団体に管

理者として指定できるようになりました。

　現在、管理運営を委託している施設につい

ては、経過措置により平成 18年９月１日ま

でに指定管理者制度に移行すればよいことに

なっています。


